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群難連機関紙 新 刊 53号

編 集 人

群馬県難病団体連絡協議会

群 難 連 機 関紙 編 集 委 員会

群馬県前橋市新前橋町1312
群馬県社会福祉総合センター内
T371-0843 TELoRへ X027-255-0035

《群難連ホームページアドレス》
http://www 5 ocn nejp/~g‐ nanbyo/

b

＞
署
名
行
動
開
始
前
に
参
加
者
全
員
で
。
さ
ぁ
、
頑
張
る
ぞ
！

１０
月
１
日
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で
、
イ
オ

ン
モ
ー
ル
高
崎
の
店
頭

を
お
借
り
し
、
来
年
５

月
の
国
会
に
提
出
す
る

請
願
署
名
行
動
を
行
い

ま
し
た
。
群
難
連
２０
人
、

土
曜
日
の
休
日
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
連
合
群
馬

１０
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

学
生
さ
ん
９
人
の
支

援
を
受
け
、
３９
人
で
買

い
物
客
に
署
名
の
協
力

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

他
の
イ
ベ
ン
ト
で
来
て

い
た
子
ど
も
た
ち
の
集

団
も
黄
色
い
声
で
、
「署

名
し
て
く
だ
さ
い
」
と

応
援
し
て
く
れ
、
買
い

物
客
の
目
を
引
き
ま
し

た
。
当
日
集
ま
っ
た
署

名
は
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル

高
崎
の
社
員
の
ご
協
力

も
あ
り
、
７
０
７
筆
で

し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

■̀

抵

一
斉
街
頭
署
名
行
動
＝

▲応援に駆けつけてくれた、左が連合群馬、右が福祉関係の学校で学ぶ皆さん。ありがとうございました。



昭和 46年 6月 17日  第 3種郵便物認可 (毎月 6回 5の 日0の日発行)
平成 23年 12月 24日発行 SSK増刊通巻 3941号 (2)

ずは準備万端整えて。

●

疎

＞
重
し
を
置
か
な
い
と
チ
ラ
シ
類
は
飛
ば
さ
れ

て
し
ま
う
強
風
の
中
、
頑
張
り
ま
し
た
。
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街頭署名活動に参加していただいた連合群馬と福祉関係の学校で学ぶ皆さんに感想を書いていただき

ました。強風の中での 2時間のご協力、ありがとうこざいました。         (敬 称略、順不同)

10月 1日 (土 )、 イオンモール高崎にて難病対策拡充を求める署名活動に参加しました。現在、

原因も治療法も分からない病気が 5000～ 7000もあり、想像していたより遥かに多くの難病が存

在することを知りました。署名して下さつた方の中には、まわりに難病を抱えている方がいる、あ

るいはご自身が病気に苦しんでいる方もいて、難病は決して遠い存在ではないことに気づくことが

できました。署名活動に参加して、難病の方が、多額な医療費の支払いなど生活に大きな負担がか

かっていることを改めて認識しました。今までは、署名を求められて、受身で署名に参加しており

ましたが、今後は、「難病の方のために何ができるのか考えなくてはいけない」と自分自身の考え

を改めることができ、良い体験となりました。

連合群馬女性委員会 電機連合 (太陽誘電労組)丼りll裕美

私は、群難連が取り組んでいるこの国会請願署名活動には昨年も参加させていただきましたが、

あまり関心がないと思つていた若い人たちからの協力が多く心強く感じました。

そして、この活動を通じ難病を多くの方に知つてもらい、多くの方に支援してもらいたいと思い

ました。今回の支援が国に届くことを願います。
連合群馬青年委員会 新丼 淳―

10月 1日 に高崎のイオンモールで行われた街頭署名活動にボランテイアとして参加させていた

だきました。

建物の出入口で呼びかけをしていましたが、風が]会かつたので行き来する人も早足の人が多か
つ

たように思います。私は署名を呼びかけるのは初めてで、どう声をかけたら良いか分からない
こと

もあり、なかなか足を止めてもらうのは難しいと感じました。通り過ぎて行つてしまう人もいまし

たが、中には興味を持つて話を聞いてくれる方もいらつしやり、とてもうれしかつたです。

一緒に呼びかけをしてくださつた方ともお話をすることができ、考えるきつかけにな
つたと思い

ます。お話の中で「患者自らが動いて訴えていかなければいけない」とおつしや
つていたのが印象

的でした。今回の活動で私が少しでもお手伝いになれていたらうれしいです。

署名を呼びかける側に参カロしてみて普段の自分の行動を振り返ることもできました。
もし自分が、

お客さんで買い物に来た店で署名の呼びかけをしていたらどうしただろうか? 今までなら時間が

無かつたら通り過ぎてしまつたかもしれませんが、これからは街頭での呼びかけ
に対する意識が変

わると思います。

短い時間でしたがたくさん勉強させていただきました。ありがとうございました。

高崎健康福祉大学 伊与久 茜

あいにく、すさまじい強風が吹き荒れていましたが、 2時間余り「難病の方のための署名をお願

いします |」 と、イオン高崎の中央口脇で、買い物客の皆様に署名を呼びかける
ことができました。

「難病」と言われてもピンとこない方も多かつたと思いますが、足を止めて協力
して下さる方が現

れるたびに心が温まりました。

ご自身が難病をかかえるスタツフの方に、「いつかは自分も難病になるかも
しれないという認識

で難病患者を理解して欲しい」と話しかけられたことが心に残つています。施設実習
やボランテイ

アで障害をお持ちの方に接することは少なくないのですが、「理解して欲し
い」という思いを直接

お伺いしたのは初めてでした。今までは、「理解したい」という私自身の思
いばかりに気を取られ

ていたことに気づかされました。

難病対策の充実を願つてやみません。
前橋医療福祉専門学校介護福祉科 2年 亀田 淳二
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患
者
の
切
実
な
願
い
を
県
政
・国
政
に

＝
自
民
党
政
調
懇
談
会
で
要
望
＝

１。
月
３
日
に
県
議
会
棟
第
２
０
１

会
議
室
で
開
か
れ
た
自
民
党
県
連
政

調

・
厚
生
文
化
部
会
と
の
懇
談
会
に

群
難
連
役
員
と
加
盟
団
体
代
表
が
出

席
し
、
平
成
２４
年
度
群
馬
県
当
初
予

算
に
対
し
て
の
要
望
事
項
を
訴
え
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
要
望
事
項

（要

旨
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

［群
馬
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会
］

１
．
県
補
助
金
の
現
状
維
持
を
お
願

い
し
ま
す
。

２
．
県
民
に
難
病
等
を
正
し
く
理
解

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
、
労
働
基
準
局
、
教
育
委
員

会
や
学
校
関
係
等

へ
の
啓
発
活
動
を

推
進
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．
難
病
患
者
の
負
担
軽
減
に
つ
い

て
①
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の
更

新
時
の
診
断
書
や
住
民
票
等
に
つ
い

て
、
公
費
負
担
と
し
て
く
だ
さ
い
。

②
「軽
快
者
」
扱

い
さ
れ
た
低
所

得
者
に
は
、
県
事
業
と
し
て
救
済
制

度
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

４
．
難
病
患
者
等
の
雇
用
を
、
公
的

機
関
で
よ
り
い
つ
そ
う
積
極
的
に
進

め
て
く
だ
さ
い
。
民
間
に
対
し
て
も
、

県
と
し
て
指
導
を
強
め
て
く
だ
さ

い
。
５
。
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
を
高
層
化
し
て
、
難
病
患
者
や

身
障
者
が
離
れ
た
駐
車
場
に
回
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

［群
馬
県
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会
］

１
．
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

制
度
を
今
後
も
継
続
し
て
く
だ
さ

い
。

２
．
慢
性
腎
臓
病

（Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
対
策

の
た
め
の
公
開
講
座
や
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
、
早
期
発
見

・
早
期
治
療
の

普
及
啓
発
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
．
透
析
患
者
の
災
害
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

［日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
群
馬
県
支

部
］
１
．
生
物
学
的
製
剤
を
使
用
す
る
患

者
の
自
己
負
担
額
は
年
間
４。
～
６。
万

円
に
上
り
ま
す
。
こ
う
し
た
治
療
を

受
け
る
リ
ウ
マ
チ
患
者
に
は
長
期
高

額
疾
患
患
者
と
認
定
し
、
特
定
医
療

費
に
よ
る
医
療
費
助
成
の
対
象
と
し

て
く
だ
さ
い
。

２
．
介
護
保
険
法
等
の
認
定
見
直
し

で
、
必
要
な
介
護
が
受
け
に
く
く
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
者
の
関

節
リ
ウ
マ
チ
に
対
す
る
理
解
不
足
も

あ
り
ま
す
。
必
要
と
す
る
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
が
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

［全
国
膠
原
病
友
の
会
群
馬
県
支
部
］

１
．
特
定
疾
患
医
療
給
付
継
続
申
請

手
続
き
の
簡
素
化
と
診
断
書
費
用
の

負
担
軽
減
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
．
働
き
た
く
て
も
働
け
な
い
患
者

の
経
済
的

・
精
神
的
負
担
は
た
い
へ

ん
な
も
の
で
す
。
膠
原
病
の
ひ
と
つ

で
あ
る

「
シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
」

を
県
単
独
事
業
と
し
て
医
療
費
の
公

費
負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。
北
海
道
、

東
京
都
、
富
山
県
な
ど
で
は
、
す
で

に
単
独
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。

［全
国
心
臓
病
の
子
ど
も
を
守
る
会

群
馬
県
支
部
］

１
・
‐５
歳
以
上
に
な
っ
て
も
、
小
児

医
療
セ
ン
タ
ー
で
診
療
で
き
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
手
術
が

必
要
な
と
き
は
、
小
児
医
療
セ
ン

タ
ー
と
県
立
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
と

連
携
を
取
り
合

っ
て
行
え
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
‐５
歳
未
満
の
心
臓
移
植
が
進
む

よ
う
に
、
子
ど
も
や
保
護
者
が
命
の

尊
厳
に
つ
い
て
学
習
し
話
し
合
え
る

機
会
を
多
く
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

［群
馬
肝
臓
友
の
会
］

１
．
肝
臓
患
者
が
治
療
を
必
要
に

な
っ
た
と
き
、
肝
炎
の
病
態
や
治
療

方
法
、
肝
炎
医
療
に
関
す
る
制
度
な

ど
を
記
載
し
た

「肝
臓
患
者
支
援
手

帳
」
を
作
成

・
配
布
す
る
よ
う
県
に
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働
き
か
け
て
く
だ
さ
い
。

２
．
地
域
肝
炎
治
療

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
養
成
、
ウ
イ
ル
ス
検
診
率
向

上
な
ど
の
取
り
組
み
を
早
期
に
進
め

て
い
た
だ
く
よ
う
、
県
に
働
き
か
け

て
く
だ
さ
い
。

［ひ
ま
わ
り
会

（群
馬
小
児
糖
尿
病

の
△
〓
）
］

１
．
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

ヘ
の
補
助
金

を
継
続
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
校
内
で
の
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
や

補
食
が
安
心
し
て
で
き
る
環
境
を
つ

く
る
た
め
に
、
学
校
関
係
者
に
対
し

て
病
気
の
知
識
習
得
の
機
会
を
推
進

し
て
く
だ
さ
い
。

３
．
各
地
域
の
病
院
に
専
門
小
児
科

の
存
続
・確
保
を
は
か
っ
て
く
だ
さ
い
。

４
．
医
療
費
の
自
己
負
担
軽
減
の
た

め
、
公
費
負
担
の
拡
大
を
お
願
い
し

ま
す
。

５
。
小
児
糖
尿
病
患
者
に
対
す
る
差

別
の
な
い
雇
用
対
策
と
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
く
だ
さ
い
。

［全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
群

馬
県
支
部
］

１
．
厚
労
省
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

患
者
が
増
え
た
こ
と
を
理
由
に
特
定

疾
患
指
定
か
ら
外
そ
う
と
し
ま
し
た

が
、
治
療
法
が
確
立
し
て
い
ま
せ
ん
。

特
定
疾
患
指
定
を
維
持
す
る
よ
う
働

き
か
け
て
く
だ
さ
い
。

２
．／
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
研
究
が
進
む
よ

う
に
、
開
発
費
予
算
を
増
額
す
る
よ

う
国
に
働
き
か
け
て
く
だ
さ
い
。

〈広
報
委
員
会

・
町
田
〉

※
１０
頁
に

一
口
解
説
。

緊張。でも、頑張りました。 ひまわり会会長 古池 栄次

当日は初めての自民党政調懇談会で、人前での発表にも慣れていないせいか朝からソワソ

ワし、妻と Yシ ャツにネクタイをした方がいいのか、ジヤケットは着た方がいいのか、そん

なちょつとした事で迷い、結局 Yシャツにスラックスにして緊張して参加しました。今まで

一度も県庁に行つた事が無かつた私は余裕を持つて家を出て集合時間の10分前には駐車場に

到着しました。しかし、県議会棟の県民サロンが分からず係員に聞きながら何とか時間まで

に到着する事が出来ました。

到着早々会場の前まで案内され緊張はクライマツクスに達し、会場の中に入ると要望事項

を説明する順番に席が指定され私は 2列目に座り、一番初めでは無かつた事に少し安心しま

した。周りを見渡して見ると自分が思つていた場所とは違い会議室のような所で県議会議員

の人達が前に座つていて、横には県の職員の人達が座つていました。初めに自己紹介をして、

その後に要望事項を説明しました。私も少し落ち着いて、ひまわり会の要望をメモを見なが

らではありますが説明する事が出来ました。

参加する前は議員さんは要望を聞いているだけという印象がありましたが、まつたく違い

要望事項に対して各担当職員に質問なども出して、きちんと私たちの要望を聞いてくれてい

る感じが伝わつて来ました。

今回も色々な団体が要望を発表しましたが、それぞれの要望が聞き入れられて少しでも難

病を抱えた人達が生活しやすい環境に変わつてくれればと思いました。
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１０
月
２３
日
ｏ
２４
日
、
石
和
温
泉

『
か

ん
ぽ
の
宿

・
石
和
』
に
於
い
て
開
催

さ
れ
、
群
難
連
よ
り
澁
澤
会
長
他
２

人
が
参
加
し
た
。

今

回
の
参
加
団
体
は
、
千
葉
県
、

茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、
開
催
県

で
あ
る
山
梨
県
の
５
難
病
連
。
ま
た
、

ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
よ
り
患
者
団
体
支

援
員
の
方
が
１
人
参
加
。
新
潟
県
は

不
参
加
で
出
席
者
は
総
勢
２５
人
。

障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
総

含
福
祉
部
会

（障
害
者
、
障
害
者
の

家
族
、
事
業
者
、
自
治
体
首
長
、
学
識

経
験
者
等
、
５５
名
か
ら
な
り
、
障
害

者
総
合
福
祉
法
の
制
定
に
向
け
１８
回

の
検
討
を
重
ね
て
き
た
）

へ
Ｊ
Ｐ
Ａ

よ
り
委
員
と
し
て
参
加
さ
れ
て
い
る
、

前
Ｊ
Ｐ
Ａ
副
代
表
幹
事
野
原
正
平
氏

が

「障
が
い
者
制
度
改
革
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
」
と
題
し
話
題
提
起
。

生
活
の
し
づ
ら
さ
な
ど
に
関
す
る

調
査
や
、
「難
病
等
に
つ
い
て
の
検
討

委
員
会
」
の
設
置
、
支
え
る
医
療
と

治
す
医
療
、
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
。

ま
た
、
日
本
社
会
事
業
大
学
教
授
、

障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
総
合

福
祉
部
会
部
会
長
佐
藤
久
夫
氏
作
成

の
ス
ラ
イ
ド

『
骨
格
提
言
の
ポ
イ
ン

卜
と
評
画

を
映
し
、
障
害
者
総
合
福

祉
法
が
め
ざ
す
べ
き
次
の
６
つ
の
ポ

イ

ン
ト
を
説
明
し
た
。
①
障
害

の
な

い
市
民
と
の
平
等
と
公
平
②
谷
間
や

空
自
の
解
消
③
格
差
の
是
正
④
放
置

で
き
な
い
社
会
問
題
の
解
決
⑤
本
人

の
ニ
ー
ズ
に
あ

っ
た
支
援
サ
ー
ビ
ス

⑥
安
定
し
た
予
算
の
確
保
、
等
。

こ
の
障
害
者
総
合
福
祉
法
が
対
象

と
す
る
障
害
者

（障
害
児
を
含
む
）

は
、
「障
害
者
基
本
法

（平
成

２３
年

８
月
５
日
公
布
）
第
二
条
第
１
項
に

規
定
す
る
障
害
者
を

い
う
。
」
と
し

「身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障

害

（発
達
障
害
を
含
む
。
）
そ

の
他

の
心
身
の
機
能
の
障
害

（以
下

「障

害
」
と
総
称
す
る
。
）
が
あ
る
者

で

あ

っ
て
障
害
及
び
社
会
的
障
壁
に
よ

り
継
続
的
に
日
常
生
活
又
は
社
会
生

活
に
相
当
な
制
限
を
受
け
る
状
態
に

あ
る
者
を

い
う
。
」
こ
の
よ
う
に
慢

性
疾
患
に
よ
る
機
能
障
害
の
存
在
を

明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
た
め

「心
身

の
機
能

の
障
害
に
は
慢
性
疾

患
に
伴
う
機
能
障
害
を
含
む
も
の
と

す
る
。
」
と
、
こ
の
文
言
を
注
意
的

に
規
定
し
た

こ
と
等
、
障
害

（者
）

の
範
囲
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

ま
た

「難
病
に
よ
る
障
害
の
程
度

に
伴
う
障
害
認
定
が
市
町
村
に
委
ね

ら
れ
る
た
め
、
地
域
の
難
病
患
者
の

力

量
が

Ｑ
Ｏ
Ｌ
（ク
オ
リ

テ
ィ
ー

・

オ
ブ

・
ラ
イ
フ
＝
生
活
の
質
）
を
左

右
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
野
原
氏
は

懸
念
し
た
。

こ
の
こ
と
に
対
し
て
山
梨
県
で
は

「重
度
心
身
障
害

の
窓

口
無
料
化
を

実
施
し
て
い
る
。
償
還
払
で
２
万
人

受
給
し
て
い
る
が
来
年
度
以
降
ど
う

な
る
か
、
ま
た
、
地
域
で
ど
う
す
る

か
が
問
題
と
な
る
」
と
北
嶋
事
務
局

長
よ
り
状
況
報
告
が
あ

っ
た
。

衆
議
院
議
員
で
も
あ
る
栃
木
難
病

連
玉
木
朝
子
会
長
よ
り
、
難
病
対
策

委
員
会

（法
律
ま
た
は
政
令
の
定
め

に
よ
り
設
置
さ
れ
た
厚
生
労
働
省
関

係
の
審
議
会
で
正
式
名
が
厚
生
科
学

審
議
会
疾
病
対
策
部
会
難
病
対
策
委

員
会
）
が
現
在
２
週
に
１
度
位
頻
繁

に
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
高
額

療
養
費
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
の

国
会
報
告
が
あ

っ
た
。
玉
木
さ
ん
は

「難
病
対
策
費
は
義
務
的
経
費

で
な

く
予
算
措
置
で
あ
る
こ
と
。
震
災
が

あ
り
１
割
削
減
さ
れ
た
こ
と
。
特
定

疾
患
財
源
と
し
て
、
本
来
な
ら
国
と

県
が
半
々
の
は
ず
が
、
現
在
で
は
国

が
１
／
２
、
県
が
３
／
２
を
負
担
し
て

い
る
。
地
方
自
治
体
の
負
担
が
大
き

過
ぎ
、
制
度
と
し
て
限
界
が
き
て
い

る
た
め
、
難
病
対
策
が
危
機
的
状
況

に
あ
る
こ
と
。
今
、
患
者
団
体
の
意

向
を
は

っ
き
り
と
示
す
べ
き
時
で
あ

る
」
と
訴
え
ら
れ
た
。

各
団
体
代
表
の
報
告
で
は
、
県
か

ら
の
委
託
事
業
や
補
助
事
業
等
、
そ

れ
ぞ
れ
特
徴
あ
る
活
動
に
対
し
質
疑

が
活
発
に
寄
せ
ら
れ
、
少
し
で
も
地

域
に
持
ち
帰
り
活
用
し
た
い
様
子
が

う
か
が
え
た
。
そ
の
な
か
で
も
、
群

難
連

の
難
病
見
舞
金
制
度
や
冊
子

「役
員
必
携
」
は
高
く
評
価
さ
れ
た
。

ど
の
県
も
就
労
相
談
は
増
え
て
い

る
が
な
か
な
か
実
績
に
結
び
付
か
な

い
こ
と
、
難
病
患
者
雇
用
助
成
金
等

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
職
員
が
充
分
理
解

し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
意
見
交
換
が

あ

っ
た
。

懇
親
会
は
山
梨
難
病
連
か
ら
も
１０

人
出
席
さ
れ
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
た
。
次
の
日
は
自
由
参
加
で
２
０
２
７

年
に
品
川
―
名
古
屋
間
の
開
通
と
４５

年
の
新
大
阪
延
伸
を
目
指
す
リ

エ
ア

中
央
新
幹
線

「
リ
エ
ア
山
梨
実
験
線

建
設
現
場
」
の
状
況
見
学
を
し
た
。

来
年
度
は
茨
城
県
開
催
と
の
提
案

が
あ
り
茨
城
難
病
連
参
加
者
が
持
ち

帰
り
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
〈
大
澤
〉

日n
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お
互
い
の
取
り
組
み
を
情
報
交
換
し
交
流

犠
加
盟
団
体
と
の

な
ん
一れ
ん

ｒ
■
■
■
口

■

■

■

■

一

　

　

　

　

．

―

　　　　　　‐

＝
柳
教
室

※
※
県
薬
剤
師
会
と
の
懇
談
会
※
※

23

懇
談
会
開
催

９
月
２２
日
午
後
、
県
社
会
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
で
、
県
薬
剤
師
会

（群

難
連
支
援
団
体
）
と
の
懇
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
薬
剤
師
会
か
ら
は
鈴

木
会
長
は
じ
め
６
人
の
方
が
、
群
難

連
か
ら
は
澁
澤
会
長
以
下
５
人
の
役

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

両
会
長
か
ら
の
挨
拶
の
後
、
群
難

連
・
角
田
副
会
長
が
難
病
の
概
要
や
、

過
去
に
群
難
連
が
数
年
か
け
て
県
内

全
市
町
村
を
訪
問
し
難
病
患
者

へ
の

見
舞
金
を
制
度
化
さ
せ
た
こ
と
、
国

会
請
願
署
名
で
も
毎
年
全
国
の
先
頭

に
立

っ
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
な

ど
、
こ
れ
ま
で
の
群
難
連
の
活
動
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

薬
剤
師
会
の
船
田
専
務
理
事
か
ら

は
、
「お
く
す
り
手
帳
」
の
活
用
を

し
て
ほ
し
い
と
し
て
、①
患
者
の
情

報
を
正
し
く
伝
え
ら
れ
る
、
②
薬
の

飲
み
合
わ
せ
や
重
複
を
未
然
に
防
止

で
き
る
、
③
薬
に
よ
る
副
作
用
の
防

止
な
ど
に
役
立
つ
、
と
の
話
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
に
つ
い
て
、
効
き
目
や
安
全
性

も
国
か
ら
承
認
さ
れ
た
も
の
で
、
患

者
の
薬
価
負
担
も
軽
減
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
切
り
替
え
も
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

短
時
間
の
交
流
で
し
た
が
、
お
互

い
の
理
解
が
深
ま
り
有
意
義
な
懇
談

会
で
し
た
。
　

〈広
報
委
員
会

・Ｍ
〉

群
難
連
は
８
月
２６
日
、
県
社
会
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
加
盟
１２
団
体

代
表
と
役
員
で
懇
談
会
を
開
催
。

大
澤
事
務
局
長
を
司
会
に
、
澁
澤

会
長
あ
い
さ
つ
と
出
席
者
自
己
紹
介

で
始
ま
り
ま
し
た
。

群
難
連
の
各
事
業
説
明
と
加
盟
団

体

へ
の
事
業
参
加
協
力
を
依
頼
し
、

各
会
か
ら
の
群
難
連

へ
の
質
問
や
意

見
に
対
す
る
回
答
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
県
補
助
金
に
対
す
る
実
績
報

告
書

・
決
算
書
提
出
に
関
す
る
内
容

に
多
く
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
い
っ
そ
う
分
か
り
易
い
説

明
を
行
い
、
不
明
な
点
に
つ
い
て
は

些
細
な
こ
と
で
も
問
い
合
わ
せ
し
て

欲
し
い
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

ま
た
、
各
会
の
役
員

・
委
員
の
体

調
不
良
で
運
営
に
支
障
が
あ
る
会

ヘ

は
群
難
連
本
部
か
ら
支
援
体
制
が
あ

る
こ
と
も
説
明
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
各
会
の
運
営
方
法
や
活

動
状
況
な
ど
活
発
な
意
見

・
情
報
交

換
を
行
い
開
会
と
な
り
ま
し
た
。
〈
角
田
〉

羽
口
桐
柳

６
巨
頭
と
言
わ
薇
た
川
上
二
太
郎ヽ
氏

の
単
語
集
を
認
介
致
し
ま
す
。

川
柳
が
世
に
み
と
め
ら
択
て
居
な
い

と
言
う
人
の
、
あ
ら
か
た
は
何
ら
そ
薇

に
努
め
る
事
な
く
、
他
に
の
み
き
び
し

く
お
の
旅
に
克
容
で
あ
る
。
（昭
わ
％
キ
４
■
）

未
摘
花
に
歯
ぎ
し
り
を
す
る
時
間
が

あ
る
な
ら
、
む
し
ろ
工
し
き
理
解
と
今

蔵
な
る
態
度
の
下
に
新
し
き
も
の
を
言

く
べ
き
で
あ
る
。
　
　
（昭
わ
％
年
８
几
）

川
柳
を

一
番
劣
年
化
視
し
て
、
軽
茂

し
て
居
る
の
は
川
柳
家
で
ぁ
る
。

（昭
わ
％
年
１０
ι

大
野
風
流
選

叱
ら
薇
て
拾
っ
た
人
と
え
の
場
所

わ
が
上
に
屋
根
の
あ
る
幸
両
の
音

さ
し
上
げ
て
や
る
と
赤
ん
芳
足
で
蹴
り

猫
の
恋
猫
も
驚
く
ト
タ
ン
屋
根

良
姜
で
賢
母
で
女
子
で
家
に
ゐ
ず

独
う
言
だ
か
ら
は
っ
き
り
回
訛

陽
英
を
合

っ
て
る
様
な
牛
の
顔

特
怠
の
風
だ
け
残
る
近
過
駅
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幡
揃
洪
　
　
　
　
　
偽
藤
冊

出前
難
病
患
者
の
皆
さ
ん
‥

ひ
と
り
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

９
月
４
日

（日
）
藤
岡
市
総
合
学

習
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
午
後
１
時
よ
り

３
時
ま
で
、
今
年
度
２
回
目
の
「出
前

難
病
よ
ろ
ず
相
談
室
」
を
藤
岡
多
野

医
師
会
の
後
援
を
頂
き
開
催
し
た
。

前
回

（沼
田
）
同
様
、
群
難
連
加

盟

１２
団
体
よ
り
相
談
員
が
参
加
し
、

訪
れ
た
難
病
患
者
ら
家
族
１２
人
の
相

談
に
対
応
し
た
。

相
談
に
お
け
る
疾
病
は
、
膠
原
病
、

潰
瘍
性
大
腸
炎
、
小
児
糖
尿
病
、
リ

ウ

マ
チ
、
心
臓
病
、
脊
髄
小
脳
変
性

症
等
の
６
疾
病
。
脊
髄
小
脳
変
性
症

に
つ
い
て
は
個
人
参
加
難
病
患
者
の

会
に
所
属
し
て
い
る
疾
病
で
も
あ
る

が
、　
一
つ
の
団
体
と
し
て
は
未
加
盟

組
織
で
あ
る
た
め
、
県
難
病
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
相
談
員
の
協
力
を
得
な

が
ら
対
応
し
た
。

セ
カ
ン
ド
オ
ピ

ニ
オ
ン
や
薬
の
処

方
に
つ
い
て
、
ま
た
難
病
で
あ
る
が

ゆ
え
の
不
安
や
悩
み
、
生
活
の
仕
方

等
、
あ
ら
ゆ
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
相
談
に
対
し
同
じ
経
験
、
同

じ
思
い
を
し
て
き
た
難
病
当
事
者
と

し
て
各
相
談
員
は
真
摯
に
応
え
た
。

反
省
点
を
改
善
し
な
が
ら
、　
一
歩

で
も
良
い
方
向
に
前
進
で
き
る
よ
う

実
績
を
積
み
、
次
回
２
月
５
日
の
館

林
で
の
開
催
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

Ｈ
月
Ｈ
日

（金
）
、
県
社
会
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
県
難
病
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
で
行
わ
れ

た
。
群
難
連
加
盟
１２
団
体
よ
り
相
談

員
２６
人
が
参
加
し
た
。

県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
相
談

援
助
係
依
田
裕
子
先
生
が

『難
病

の
療
養
相
談
の
受
け
方
』
と
い
う
内

容
で
話
さ
れ
た
。

相
談
者
と
相
談
員
両
方
の
立
場
か

ら
相
談
し
て
良
か
っ
た
こ
と
、
相
談

を
受
け
て
良
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
そ

れ
ぞ
れ
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
等
、
参

加
者
が
こ
れ
ま
で
の
相
談
を
振
り
返

り
そ
れ
ぞ
れ
事
例
を
挙
げ
、
総
括
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
う
す
る
こ
と

で
相
談
を
受
け
る
と
き
に
大
事
な
こ

と
、
相
談
を
受
け
る
と
き
の
こ
こ
ろ

構
え
を
具
体
的
に
学
習
で
き
た
。

相
談
を
受
け
る
と
き
に
大
事
な
こ
と

電
話
相
談
の
場
合
、
相
手
が

一
息

つ
け
る
よ
う
に
呼
出
し
音
が
２
～
３

回
鳴

っ
て
か
ら
受
話
器
を
取
る
。
声

の
ト
ー
ン
や
言
葉
の
速
さ
に
気
を
つ

け
る
。
で
き
る
こ
と
で
き
な
い
こ
と

等
、
相
談
そ
の
も
の
の
限
界
も
あ
る

こ
と
を
念
頭
に
お
く
。
積
極
的
な
傾

聴
を
心
が
け
る
。
相
談
が
迂
回
し
て

し
ま
っ
た
場
合
、
相
談
内
容
を
明
確

に
す
る
。
何
に
悩
ん
で
ど
ん
な
相
談

を
し
た
い
の
か
質
問
を
投
げ
か
け
な

が
ら
整
理
し
て
い
く
。
相
手
の
方
が

「は
い
」
「い
い
う

で
終
わ
ら
な
い

よ
う
な
質
問

（開
か
れ
た
質
問
）
を

す
る
。
受
容
の
技
法
の
大
切
さ
と
し

て
、
そ
の
人
自
身
を
丸
ご
と
受
け
止

め
る
。

相
談
を
受
け
る
と
き
の
こ
こ
ろ
構
え

考
え
や
価
値
観
の
尊
重
、
相
手
の

気
持
ち
に
寄
り
添
う
こ
と
、
相
談
者

の
自
己
解
決
能
力
を
高
め
る
よ
う
な

サ
ポ
ー
ト
等
。

難
儘
鱚
談
技
術
研
修
会
開
催



(9)
昭和 46年 6月 17日 第 3種郵便物認可 (毎月 6回 5の 日0の 日発行)

平成 23年 12月 24日発行 SSK増刊通巻 3941号

相
談
員
の
セ
ル
フ
ケ
ア

仲
間
同
志
で
吐
き
出
し
持
ち
帰
ら

な
い
事
が
大
事
。

最
後
に
依
田
先
生
は
震
災
を
例
に

挙
げ
、
「復
興
し
や
す
い
人
は
ま
ず

財
力
の
あ
る
人
、
仲
間
が
い
る
人
、

生
き
が
い
や
楽
し
み
を
持
っ
て
い
る

人
で
あ
る
」
と
、
患
者
会
の
仲
間
作

り
や
絆
作
り
の
大
切
さ
を
訴
え
た
。

難
病
患
者
当
事
者
が
同
じ
立
場
で

相
談
員
と
し
て
相
談
を
受
け
る
こ
と

は
、
同
じ
体
験
を
し
て
共
感
を
得
る

こ
と
が
出
来
、
相
手
の
方
に
い
ち
ば

ん
寄
り
添
え
る
。
相
談
活
動
は
患
者

会
の
原
点
だ
と
あ
ら
た
め
て
考
え

る
。
こ
の
研
修
会
で
学
ん
だ
こ
と
を

こ
れ
か
ら
の
相
談
活
動
に
活
か
し
充

実
さ
せ
て
い
き
た
い
。
　

〈
大
澤
〉

鑑
賞
し
、
次
の
展
示
室
で
は
写
真
や

遺
品
の
陳
列
を
、
そ
し
て
リ
ス
ニ
ン

グ
コ
ー
ナ
ー
で
は
映
像
と
晋
平
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
記
念
館
の
前
で
集
合
写
真
を

撮
影
し
、
次
の
そ
ば
蔵

へ
向
け
て
出

発
。
そ
ば
蔵
で
は
、
そ
ば
の
試
食
と

お
土
産
を
購
入
し
、
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
〈
丼
田
〉

楽
し
か
っ
た
壽
修
旅
行

青
木

典
子

参
加
費
が
魅
力
で
行
程
も
知
ら
ず

に
参
加
し
ま
し
た
が
、
本
当
に
楽
し

く
充
実
し
た

一
日
を
過
ご
す
事
が
で

き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
寄

っ
た
信
州
フ
ル
ー
ツ

ラ
ン
ド
の
昼
食
が
美
味
し
か
っ
た
こ

と
―
　
焼
き
生
姜
の
た
ま
り
漬
け
も

最
高
で
し
た
。

中
山
晋
平
記
念
館
は
秋
の
色
濃
い

バ
ラ
が
咲
き
、
青
緑
色
の
屋
根
の
美

し
い
建
物
で
、
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
や
故

郷
の
唄
を
皆
で
歌
い
ま
し
た
。

そ
ば
蔵
で
は
大
ざ
る
に
盛
ら
れ
た

如
で
た
て
の
そ
ば
を
つ
る
つ
る
と
試

食
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

窓
外
の
紅
葉
も
正
に
見
頃
、
素
敵

な
企
画
を
し
て
下
さ

っ
た
役
員
の
皆

様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま

し
た
。いユ

ヽ
′

，
　

ロ
ニ

ｂ
′
，

、
―

，

ｒ
ヽ
，
ｆ
ヽ
，
‘
、
′

Ｈ
月
８
日

（火
）
、
朝
９
時
に
前

橋
イ
ン
タ
ー
か
ら
、
県
福
祉
バ
ス
に

て
参
加
者
２。
人
で
信
州
に
向
け
て
出

発
。
当
日
は
暦
の
上
で
は
立
冬
で
し

た
が
、
寒
く
も
な
く
、
風
も
な
く
、

正
に
小
春
日
和
、
旅
行
日
和
。
上
信

越
自
動
車
道
を
走
る
バ
ス
の
車
窓
か

ら
見
え
る
山
々
は
紅
葉
に
彩
ら
れ
、

ま
だ
秋
そ
の
も
の
で
し
た
。

バ
ス
は
高
速
信
州
中
野
Ｉ
Ｃ
で
下

り
て
、
信
州
フ
ル
ー
ツ
ラ
ン
ド
に
て

早
め
の
昼
食
を
と
る
。
そ
ば
、
栗
ご

は
ん
や
キ
ノ
コ
汁
な
ど
を
美
味
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

山
々
の
紅
葉
と
田
園
地
帯
の
た
た

ず
ま
い
の
中
の
中
山
晋
平
記
念
館
で

は
、
係
員
が
当
時
の
オ
ル
ガ
ン
で
伴

奏
し
て
く
れ
、
皆
で
合
唱
を
し
ま
し

た
。
ま
た
、
晋
平
の
生
涯
を
ビ
デ
オ

知
っ
て
ま
す
介
？

介
護
マ
ー
ク

　

誂鰊飩勧駿
レ“膠も
し

外
出
先
に
お
い
て
家
族
を
介
護
中
で
あ

る
こ
と
を
示
す
マ
ー
ク
。
妻
が
認
知
症
な

ど
に
な
か
っ
て
い
て
介
護
を
し
て
い
る
夫

の
場
合
、
妻
の
下
着
な
ど
を
買
う
の
に
店

頭
で
周
囲
の
目
を
気
に
す
る
こ
と
も
少
な

く
な
い
。
そ
ん
な
と
き
に
「介
護
マ
ー
ク
」

を
付
け
て
い
れ
ば
、
誤
解
さ
れ
る
こ
と
な

く
買
い
物
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
か
ら
発

想
さ
れ
た
。
静
岡
県
が
作
成
し
、
２
０
１

１
年
４
月
か
ら
県
内
で
配
布
を
始
め
た
と

こ
ろ
好
評
で
、
他
の
自
治
体
な
ど
で
同
じ

マ
ー
ク
の
導
入
を
検
討
す
る
動
き
も
出
て

い
る
。
静
岡
県
が
作
成
し
た
も
の
は
、
名

刺
大
サ
イ
ズ
の
カ
ー
ド
に

「介
護
中
」
の

文
字
を
両
手
で
支
え
る
絵
柄
が
描
か
れ
、

こ
れ
を
透
明
の
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
首
か
ら

下
げ
て
使
う
。
４
月
だ
け
で
県
内
で
は
約

２
０
０
０
セ
ッ
ト
が
配
布
さ
れ
て
い
る
。

介
護
中
の
家
族
が
ス
ー
パ
ー
で
売
り
物
の

食
品
を
無
断
で
食
べ
よ
う
と
し
た
り
、
病

院
で

一
緒
に
診
察
室
に
付
き
添

っ
た
り
す

る
時
に
、
周
囲
の
人
の
理
解
が
得
や
す
い

と
し
て
好
評
で
あ
る
。
県
は
、
「外
出
先

で
こ
の
マ
ー
ク
を
見
か
け
た
ら
、
温
か
く

見
守

っ
て

く

だ

さ

い
」
と
書
か
れ
た
ポ

ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を

コ

ン
ビ

ニ
や

ス
ー

パ
ー
、
病
院
、
駅
な

ど
に
配
布
し
県
民

へ

の
周
知
を
図

っ
て
い

２っ
。　
　
　
一新
語
探
検
」
よ
り

介護中
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ベ
ー
チ
ェ
ツ
ト
病
友
の
会

９
月
１８
日
、
県
社
会
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
に
於
い
て
第
３９
回
定
期
総
会

を
、
来
賓
に
群
難
連
大
澤
事
務
局
長

を
迎
え
、
開
催
し
た
。

平
成
２２
年
度
活
動
報
告
、
収
支
決

算
報
告
、
平
成
２３
年
度
活
動
方
針
案

及
び
予
算
案
な
ど
全
て
承
認
さ
れ

た
。
総
会
終
了
後
昼
食
を
食
べ
な
が

ら
近
況
報
告
や
情
報
交
換
で
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

午
後
か
ら
の
医
療
講
演
会
に
は
患

者

・
家
族
１５
人
が
参
加
し
、
群
馬
大

学
医
学
部
眼
科
学
准
教
授
大
谷
倫
裕

氏
に
「ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
大
変
分
か
り
や
す
く
話
し

て
い
た
だ
い
た
。
講
演
後
、
た
く
さ

ん
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。
最
後
に

家
族
で
参
加
し
て
い
た
会
員
さ
ん

は
、
真
剣
な
面
持
ち
で
先
生
に
個
別

相
談
を
し
て
い
た
。

大
谷
先
生
は
じ
め
、
県
難
病
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
の
ご
協
力
を
得
、
患

者
会
と
し
て
充
実
し
た

一
日
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
か
ら
も
情
報
提
供
の
場
と
し

て
継
続
し
て
い
き
た
い
と
強
く
思
っ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
澁
澤
〉

筋
無
力
症
友
の
会

１。
月
１６
日
、
群
馬
県
支
部
定
期
総

会
を
今
年
は
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

来
賓
の
群
難
連
澁
澤
会
長
か
ら
は

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
署
名
活
動
の
重

要
性
が
説
明
さ
れ
、
今
年
も
た
く
さ

ん
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
支
部
役
員
の

一
部
交
替

と
支
部
規
約
の

一
部
を
改
正
す
る
こ

と
等
が
審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し

た
。総
会
前
の
午
前
中
か
ら
昼
食
ま
で

は
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
闘
病
体
験
を

話
し
た
り
、
質
問
し
た
り
し
な
が
ら

互
い
の
情
報
交
換
を
し
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
話
し
た
い
事
、
聞
き

た
い
事
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
い
つ

も
時
間
が
足
ら
な
く
て
、　
一
日
ゆ
っ

く
り
話
が
で
き
た
ら
な
ぁ
…
…
と
思

い
ま
す
。
疲
れ
て
し
ま
う
事
、
遠
方

へ
帰
る
事
を
考
え
る
と
な
か
な
か
難

し
い
事
で
す
。

〈
白
沢
〉

心
臓
病
の
子
ど
も
を
守
る
会

Ｈ
月
１３
日
午
前
、
高
崎
市
中
央
公

民
館
第
１
学
習
室
で
、
守
る
会
総
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
群
馬
県
支
部
が

今
年
で
４。
周
年
と
い
う
事
で
、
守
る

会
本
部
の
斉
藤
会
長
や
群
難
連
の
澁

澤
会
長
を
は
じ
め
、
高
崎
社
協
会
長

と
埼
玉
支
部
の
方
も
ご
参
加
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
会
員
２
３
１
人
、
家
族

３４
人
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

体
験
発
表
で
は
、
１７
歳
の
私
の
娘

が
、
今
感
じ
て
い
る
等
身
大
の
気
持

ち
を
精

一
杯
言
葉
に
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
ま
と
め
ら
れ

た
３９
年
間
の
写
真
の
上
映
会
も
あ
り

ま
し
た
。
守
る
会
の
歴
史
を
し
み
じ

み
感
じ
、
守
る
会
の
存
在
の
意
味
を

再
確
認
し
ま
し
た
。

午
後
は
、
別
棟
の
集
会
ホ
ー
ル
で

俳
優
で
も
あ
る
冷
泉
公
裕
さ
ん
を
迎

え
、
記
念

コ
ン
サ
ー
ト

（チ

ャ
リ

テ
ィ
ー
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ギ
タ
ー

の
音
色
と
共
に
、
冷
泉
さ
ん
の
穏
や

か
に
響
く
歌
声
に
、
ゆ
っ
た
り
と
聴

き
惚
れ
ま
し
た
。
冷
泉
さ
ん
の
熱
い

フ
ア
ン
も
駆
け
つ
け
て
、
総
勢
５３
人

の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
収
益
金
は
東
日
本
大
震

災
の
義
援
金
と
し
て
寄
付
す
る
予
定

で
す
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
有
意
義
な

一

日
と
な
り
ま
し
た
。
　

　

〈
清
水
〉

¨
口
解

説

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

８
い
ぴ
―
えヽす
さ
い
ば
２

日
本
語
で
は

「人
工
多
能
性
幹
細
胞
」

と
い
わ
れ
る
。
人
の
皮
膚
細
胞
な
ど
に
複

数
の
遺
伝
子
を
組
み
込
ん
で
、
各
種
の
組

織
の
も
と
に
な
る
細
胞
を
作
る
こ
と
の
で

き
る
万
能
細
胞
で
あ
る
。
体
を
構
成
す
る

皮
膚
な
ど
の
細
胞
が
持

っ
て
い
る
機
能
を

「リ
セ
ッ
ト
」
す
る
こ
と
で
、
あ
ら
ゆ
る

細
胞
に
変
化
す
る
万
能
性
を
も
た
せ
た
も

の
。
遺
伝
子
な
ど
の
培
養
条
件
を
変
え
る

こ
と
で
、
神
経
細
胞
や
心
筋
細
胞
な
ど
に

変
化
で
き
る

「
万
能
性
」
を
備
え
て
い
る

細
胞
で
あ
る
。
こ
れ
を
成
長
さ
せ
る
と
さ

ま
ざ
ま
な
臓
器

。
組
織
の
細
胞
に
な
る
。

万
能
細
胞
は
病
気
や
怪
我
で
失
わ
れ
た
臓

器
や
組
織
を
修
復
す
る
再
生
医
療
の
切
り

札
と
い
わ
れ
て
い
る
。
京
都
大
学
教
授

。

山
中
伸
弥
ら
の
研
究
チ
ー
ム
が
作
り
出
し

た
。
こ
れ
ま
で

「
万
能
細
胞
」
と
呼
ば
れ

る
も
の
に
Ｅ
Ｓ
細
胞

（胚
性
幹
細
胞
）
が

あ

っ
た
が
、
こ
れ
は
人
間
に
成
長
す
る
可

能
性
の
あ
る
受
精
卵
を
壊
し
て
つ
く
る
た

め
に
倫
理
的
に
問
題
が
あ
る
と
さ
れ
、
ま

た
移
植
に
よ
る
拒
絶
反
応
が
起
こ
る
危
険

も
あ

っ
た
。
し
か
し
Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
は
こ
れ

ら
の
問
題
を
す
べ
て
乗
り
越
え
た
と
評
価

さ
れ
て
い
る
。

「新
語
探
検
」
よ
り



(11)
昭和 46年 6月 17日 第 3種郵便物認可 (毎月 6回 5の 日0の 日発行)

平成 23年 12月 24日発行 SSK増刊通巻 3941号

パ
ー
キ

′ヽＶ
＞
痛
有
の
合

閣
菖
私
７
ロ
ン
ク
一父
工
一〈
〓ヘ

患
加́
Ｌ
■
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会

橋

爪

栄

子

今
年
の
交
流
会
は
９
月
４
日
と
５

日
に
日
光

・
霧
降
高
原
の
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
台
風

が
通
過
中
で
日
光
や
霧
降
高
原
は
霧

の
中
で
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

交
流
会
は
４
日
の
午
後
２
時
３０
分

か
ら
開
催
さ
れ
、
最
初
に
記
念
写
真

を
撮
り
ま
し
た
。
小
林
栃
木
県
副
支

部
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
神
山
栃
木

県
支
部
長
が
歓
迎
の
挨
拶
を
さ
れ
ま

し
た
。
当
初
は
開
催
予
定
日
が
大
震
災
の

直
後
で
あ
っ
た
た
め
、
開
催
の
可
否

を
め
ぐ
っ
て
悩
ま
れ
、
ご
苦
労
さ
れ

た
様
子
で
し
た
。
し
か
し
、
各
県
か

ら
４
～
５
人
の
幹
部
が
参
加
。
と
て

も
喜
ん
で
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

神
山
会
長
ご
自
身
は
健
常
者
で
す

が
、
患
者
で
あ
る
奥
様
を
と
て
も
大

事
に
さ
れ
て
優
し
く
接
し
て
お
ら
れ

る
姿
に
は
心
か
ら
感
動
致
し
ま
し

た
。
支
部
長
は
大
変
忙
し
い
役
職
で

す
が
、
こ
の
よ
う
な
方
々
が
い
て
く

だ
さ
っ
て
こ
そ
会
が
運
営
さ
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

会
議
は
各
支
部
よ
り
の
報
告
事
項

で
、
「役
員
の
成
り
手
不
足
」
や

「催

事

へ
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
の
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
注
目
さ
れ

た
の
は
、
埼
玉
県
の
糸
谷
副
支
部
長

の
大
震
災
体
験
談
で
、
当
日
、
地
震

発
生
時
に
は
電
車
に
乗
車
中
で
、
緊

急
停
車
後
、
電
車
外
に
避
難
さ
れ
ま

し
た
が
避
難
時
間
が
長
か

っ
た
た

め
、
薬
の
持
ち
合
わ
せ
が
無
く
、
大

変
に
難
儀
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
緊
急
時

の
対
応
に
つ
い
て
会
員
に
事
前
準
備

を
す
る
こ
と
を
指
導
す
る
必
要
が
あ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
群
馬
県
支
部

で
は
早
速
、
大
日
向
事
務
局
長
が
県

内
地
区
会
の
席
上
で
対
応
に
つ
い
て

説
明
を
始
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

来
年
の
開
催
担
当
は
茨
城
県
で
、

催
事
で
は
卓
球
大
会
な
ど
を
予
定
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

今
回
出
席
し
て
、
ご
自
身
の
不
自

由
を
克
服
し
て
会
員
の
方
々
の
た
め

に
力
を
尽
く
さ
れ
る
各
県
幹
部
の
皆

様
の
姿
に
強
く
心
を
打
た
れ
、
私
も

不
安
に
取
り
付
か
れ
て
ば
か
り
い
な

い
で
今
や
れ
る
こ
と
に
力
い
っ
ぱ
い

努
力
し
て
行
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

理
の
イ
が
′卜
嗜
暮
カ́ロ
Ｌ
■

心
臓
病
の
子
ど
も
を
守
る
会

石

原

　

明

９
月
３
日
か
ら
４
日
、
甘
楽
町
小

幡

の

「甘
楽
ふ
る
さ
と
館
」
に
て

「
Ｄ
Ａ
Ｙ
キ
ヤ
ン
プ

＆

宿
泊
イ
ベ
ン

ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
勢
４‐

人
１５
家
族
が
集
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
台
風
が
近
づ
く
小
雨
の

中
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
で

は
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
焼
き
肉
や

マ
ス
の
塩
焼
き
に
舌
鼓
を
打
ち
、
子

ど
も
達
は
広
場
で
の
花
火
や
会
話
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
親
た
ち
に

と
っ
て
は
家
族
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
絶
好
の
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

現
在
、
中
学
２
年
生
に
成
長
し
た

娘
は
、
最
近
不
整
脈
に
近
い
症
状
が

時
折
見
受
け
ら
れ
、
学
校
か
ら
帰
宅

後
は
横
に
な
っ
て
休
ん
で
い
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
て

い
ま
す
。
本
人
は
口
に
は
出
し
ま
せ

ん
が
自
分
の
体
調
の
変
化
に
少
し
戸

惑

っ
て
い
る
の
で
は
と
、
親
と
し
て

感
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
支
部
事
務
局
の

方
か
ら
イ
ベ
ン
ト
の
お
誘
い
が
あ
り

ま
し
た
。
今
回
こ
の
イ
ベ
ン
ト
ヘ
参

加
を
希
望
し
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
、

親
た
ち
が
感
じ
る
心
臓
病
を
抱
え
る

子
ど
も

へ
募
る
不
安
事
の
共
有
や
、

当
日
来
場
す
る
医
師
の
方

へ
、
「現

在
の
症
状
が
今
後
の
成
長
に
ど
の
よ

う
な
変
化
が
あ
る
か

・
考
え
ら
れ
る

か
、
親
と
し
て
注
意
す
る
点
は
あ
る

の
か
」
な
ど
の
相
談
を
し
た
い
と
考

え
た
か
ら
で
す
。

夜
の
医
師
と
の
懇
談
会
で
は
、
し

の
は
ら
小
児
科
の
篠
原
真
先
生
と
小

児
医
療
セ
ン
タ
ー
の
関

満
先
生
が

私
た
ち
の
相
談
に
真
摯
に
対
応
し
て

く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、
参
加
し
た

皆
さ
ん
は
満
足
で
き
る
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
懇

親
会
で
の
お
酒
と
会
話
も
弾
ん
だ
こ

と
で
、
本
当
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
両
先
生
に
は
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
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あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
２
日
間

で
し
た
が
、
心
臓
病
の
子
ど
も
と
向

き
合
う
親
た
ち
や
、
日
頃
の
生
活
制

限
が
あ
る
中
で
育

っ
て
い
る
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
は
、
本
当
に
充
実

・

満
足
感
の
あ
る
時
間
だ

っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

ポ

・̈′一７
ィ
プ
嗜
い
ヽ
しヽ

ひ
ま
わ
り
会

（小
児
糖
尿
病
の
会
）

床

爪

光

子

私
の
娘
は
、
保
育
園
の
年
長
の
と

き
に
Ｉ
型
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
、
今

年
で
３
年
が
た
ち
ま
し
た
。
発
症
し

た
当
初
は
何
を
し
て
い
て
も
何
で
う

ち
の
娘
が
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
だ
ろ
う
？
　
一
生
注
射
を
打
ち
続

け
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
と
い

う
現
実
を
前
に
、
涙
が
止
ま
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

し
か
し
、
落
ち
込
む
私
と
は
逆
に

娘
の
方
は
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
を
打
ち

始
め
、
血
糖
値
が
落
ち
つ
い
て
く
る

と
、
病
気
に
な
る
前
と
同
じ
よ
う
に

日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
落
ち
込
ん
で
い
た
私
は
病
気

の
娘
に
励
ま
さ
れ
た
気
が
し
ま
し

た
。
そ
の
時
に
私
は
、
病
気
に
な
っ

た
娘
が

一
番
辛
い
の
に
私
が
落
ち
込

ん
で
い
て
ど
う
す
る
の
？
　
先
の
こ

と
は
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
け
れ

ど
、
今
を

一
生
懸
命
生
き
て
行
こ
う

と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
や
は
り

気
分
の
落
ち
込
む
時
は
あ
り
ま
す

が
、
で
き
る
だ
け
前
向
き
に
、
マ
イ

ナ
ス
を
プ
ラ
ス
に
、
無
理
や
り
に
で

も
考
え
て
乗
り
切
っ
て
行
こ
う
と
思

い
ま
す
。
家
族
、
マ
マ
友
、
同
じ
病

気
の
マ
マ
友
、
娘
の
病
気
の
相
談
に

の
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
先
生
方
が

私
の
と
て
も
大
き
な
支
え
に
な
っ
て

い
ま
す
。

糖
尿
病
が
近
い
将
来
治
る
病
気
に

な
る
と
信
じ
て
…
…
前
向
き
に
考
え

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

古
哺

の
里

肝
臓
友
の
会

福

田

俊

昭

昭
和
４。
年
代
、
上
越
新
幹
線
工
事

に
と
も
な
う
遺
跡
発
掘
調
査
で

「王

の
館
跡
や
品
物
」
が
多
く
発
見
さ
れ

ま
し
た
。

今
か
ら
１
５
０
０
年
前
、
５
世
紀

後
半
の
古
墳
時
代
、
私
の
住
む
地
域

（高
崎
市
丼
出
町
）
を
含
め
榛
名
山

東
南
麓

一
帯
は
有
力
な
王
に
よ
っ
て

治
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
近
く
に
は

王
族
が
眠
る
二
子
山
古
墳
、
八
幡
塚

古
墳
、
薬
師
塚
古
墳
と
３
つ
の
古
墳

が
あ
り
、
上
毛
野
は
に
わ
の
里
公
園

と
し
て
整
備
、
博
物
館
も
建
設
さ
れ
、

今
で
は
地
域
住
民
の
憩

い
の
場
に

な
っ
て
、
多
く
の
人
が
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

１０
月
に
こ
の
公
園
で
、
ま
つ
り
が

行
わ
れ
、
同
時
に
見
頃
を
迎
え
た
コ

ス
モ
ス
ま
つ
り
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

二
子
山
古
墳

の
廻
り
に
あ
る
堀

に
、
８
月
に
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
達
で
コ
ス
モ
ス
の
種
を
ま
き
、

雑
草
を
取
り
育
て
て
き
ま
し
た
。
秋

に
は
満
開
の
コ
ス
モ
ス
を
見
に
地
域

の
人
達
は
も
ち
ろ
ん
、
訪
れ
る
人
が

写
真
を
と
っ
た
り
と
楽
し
ん
で
い
ま

す
。ま
つ
り
で
は
発
掘
さ
れ
た
考
古
資

料
の
研
究
成
果
を
も
と
に
創
作
さ
れ

た

「王
の
儀
式
」
と
い
う
古
代
衣
装

を
ま
と
っ
た
人
々
の
再
現
劇
が
あ
り

ま
す
。
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
衣

装
や
道
具
を
作
り
、
劇
の
練
習
を
重

ね
ま
す
。

ま
た
、
田
植
え
の
と
き
植
え
ら
れ

た
古
代
米
を
も
ら
い
、
翌
日
に
自
米

と
混
ぜ
て
炊
き
、
朝
食
に
い
た
だ
き

ま
し
た
。

会
場
で
は
古
代
米
で
も
ち
つ
き
が

あ
り
、
見
物
客
に
振
る
舞
わ
れ
皆
で

食
べ
、
当
日
は
博
物
館
の
入
館
料
も

無
料
と
な
り
、
そ
の
他
様
々
な
体
験

イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

自
分
で
種
を
ま
き
育
て
た
コ
ス
モ

ス
が
、　
一
面
、
ピ
ン
ク
や
白
に
咲
き

誇
る
の
を
見
、
壮
大
な
古
代
ロ
マ
ン

に
想
い
を
よ
せ
た

一
日
で
し
た
。

は
ビ
め
■
０
署
死
活
動

脊
柱
靭
帯
骨
化
症
友
の
会

宮

下

政

司

群
難
連
の
皆
様
、
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
患
者
会
の
皆
様
、
風

の
強
い
中
、
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

私
は
脊
柱
靭
帯
骨
化
症
友
の
会
か

ら
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
署
名
活
動
が
ど
れ
だ
け
大

変
か
し
み
じ
み
肌
で
感
じ
ま
し
た
。
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素
直
に
笑
顔
で
署
名
し
て
く
れ
る

人
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
し
て
通
る
人
と

さ
ま
ざ
ま
な
人
が

い
ま
し
た
。
署
名

し
て
く
れ
た
人
の
中
に
は
難
病
で
父

親
や
親
戚

の
方
を
亡
く
さ
れ
た
方
、

白
血
病
で
１４
歳
の
親
戚
の
子
供
を
亡

く
さ
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。

寄
付
御
礼

平
成
２３
年
１０
月
２‐
日

（金
）
に

行
わ
れ
た
ス
ズ
ラ
ン
労
組

「第
３。

回
本
部
定
期
大
会
」
曾
一
ュ
ー
サ

ン
ピ
ア
高
崎
に
て
開
催
）
に
出
席

し
、
「愛
の
募
金
」
を
寄
付
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ぐ 9ぐ 9ぐ 9々 9で ,セ 9ぐ ,ぐ 9ぐ ,そ 9

色
々
な
難
病
で
苦
し
ん
で
い
る
人

が
い
る
の
に
驚
き
ま
し
た
。
署
名
活

動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
け
て
大
変

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ま

た
個
人
に
請
願
書
が
届
く
と
思
い
ま

す
が
、
昨
年
位
頑
張
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

患
者
会
の
皆
様
、
こ
れ
か
ら
寒

い

冬
が
や

っ
て
き
ま
す
。
お
体
を
大
切

に
頑
張

っ
て
下
さ
い
。

皆
様
の
ご
健
康
と
患
者
会
の
益
々

の
発
展
を
祈
り
、
参
加
さ
せ
て
い
た

だ

い
た
私
の
お
礼
の
言
葉
と
い
た
し

ま
す
。群

難
連
で
は
、
県
の
助
成
金
削
減

な
ど
に
よ
り
、
財
政
ひ
っ
迫
の
状
況

で
す
。
賛
助
会
員
を
増
や
す
こ
と
は
、
難

病
の
理
解
者
を
増
や
す
こ
と
。
そ
し

て
群
難
連
の
財
政
運
営
向
上
に
も
繋

が
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
皆
様
の
お
力
を
お
貸
し
く

だ
さ
い
。

個
人
で
も
団
体
で
も
可
。
１
口
千

円
。
何
口
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

賛
助
会
員
に
は
機
関
紙
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

訂
正
と
お
詫
び

前
号

（５２
口こ

の
１０
ぺ
―
ジ
４
段

目
の
最
終
行
が
抜
け
て
し
ま
い
ま
し

た
。
次
の
１
行
が
入
り
ま
す
。

「幸
福
で
す
。
ま
た
、
自
分
の
力
で
食
」

訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
便
り
〆

▼
最
近
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
ポ
プ
ラ

社
の

「困

っ
て
い
る
ひ
と
」
が
あ
る
。

著
者
は
筋
膜
炎
脂
肪
織
炎
症
候
群
と

い
う
稀
な
難
病
に
か
か

っ
た
福
島
生

ま
れ
の
２６
歳
の
大
学
院
生
大
野
更
紗

さ
ん
。
「知
性
と

ユ
ー
モ
ア
が
ほ
と

ば
し
る
命
が
け
の
エ
ッ
セ
イ
」
と
帯

に
。
難
病
患
者

の

「制
度

の
谷
間
」

に
つ
い
て
も
難
病
女
子
は
指
摘
。
ご

購
読
を
お
勧
め
し
た
い
▼
広
島
陸
軍

病
院
軍
医
で
被
曝
し
た
肥
田
先
生
は

今
回
の
原
発
事
故
に
つ
い
て

「被
曝

の
初
期
症
状
で
あ
る
下
痢
が
す
で
に

出
始
め
て
い
る
。
人
類
は
地
球
上
に

現
れ
て
か
ら
ず

っ
と
自
然
放
射
能
か

ら
免
疫
力
を

つ
け
な
が
ら
き
た
。
免

疫
力
を
高
め
る
た
め
に
は
喫
煙
や
暴

飲
暴
食
を
や
め
早
寝
早
起
き
を
し
て

１
口
３０
回
噛
み
ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
で
分

解
さ
せ
る
。
そ
ん
な
余
裕
が
大
切
」

と
耳
が
痛

い
お
話
▼
い
ま
政
府
は
大

震
災
復
興
財
源
の
た
め
と
し
て
消
費

税
増
税
、
年
金

・
医
療
改
悪
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
。
医
療
福
祉
を
充

実
さ
せ
る
た
め
９９
％
の
弱
者
貧
者
が

声
を
上
げ
国
会
請
願
署
名
を
積
み
上

げ
ま
し
ょ
う
。
　

　

　

　

〈
町
田
〉

小林本部委員長 (中央)より募金を受け取る澁澤会長

群
難
連

ム
フ
後
の
行
事

どな

２
０
１
２
年

◎
２
月
５
日
国

「出
前
難
病
よ
ろ
ず
相
談
室
」

館
林
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
１
３
Ｆ

午
後
１
時
～
３
時

◎
２
月
１９
日
国

「難
病
相
談
技
術
研
修
会
」

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

Ｂ
０
１
会
議
室

午
後
１
時
３０
分
～
３
時

講
師
／
高
橋
浩

一
先
生

テ
ー
マ

「メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
（仮
題
）

◎
３
月
１５
日
困

「役
員

。
理
事
研
修
会
」

上
毛
新
聞
印
刷
セ
ン
タ
ー
見
学
他

※
事
務
局
年
末
年
始
お
休
み
の
お
知
ら
せ

‐２
月
２９
日
困
～
１
月
５
日
困
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〔問
題
〕

①
　
み
な
知

っ
て
い
る
ぞ
と
猫
が
□
□
□
す
る

②
　
□
□
を
並
べ
て
仮
想
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

③
　
痩
せ
る
日
を
待

っ
て
く
れ
て
る
□
の
山

④
　
万
歩
計
又
あ
の
□
に
あ
え
る
か
な

⑤
　
国
境
を
知
ら
ぬ
□
の
実
こ
ば
れ
合
ひ

〔ヒ

ン
ト
〕

①

で
っ
か
い
口
だ
ね
。
（
ひ
ら
が
な
３
字
）

②

ビ
ラ
。
引
き
札
。
（漢
字
２
字
４
音
）

③

ノ
ー
ヒ
ン
ト
。
（漢
字
１
字
２
音
）

④

ノ
ー
ヒ
ン
ト
。
（漢
字
１
字
２
音
）

⑤

超
有
名
句
。
植
物
。
（漢
字
１
字
２
音
）

〔応
募
要
領
〕

◆
□
内
に
は
１
文
字
が
入
り
ま
す
。

ハ
ガ
キ
裏
面
に
①
～
⑤
の
番
号
と
答
え
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。
◆
応
募
先
＝
群
馬
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

（
〒
番
号

ｏ
住
所
は
、
こ
の
機
関
紙
表
紙
題
字
右

に
あ
り
ま
す
。
）
◆
締
切
＝
平
成
２４
年
２
月
９
日
（木
）
◆
全
間
正
解
賞
、
残
念
賞
（
ユ
ー
モ
ア
賞
）
と
し
て
図
書
カ
ー

ド
を
贈
呈
。
※
５‐
号
か
ら
応
募
先
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
ご
注
意
願
い
ま
す
。

（月
刊

「
川
柳
マ
ガ
ジ

ン
」
新
葉
館
出
版
社

・
出
題
転
載
承
認
済
、
出
題
選
者

羽
田
桐
柳
）

〔５２
号
の
正
解
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

□
□
で

一
度
飲
み
喰

い
し
て
見
た

い

②

叱
ら
れ
て
寝
る
子
が
閉
め
て
ゆ
く
日
　
　
　
　
　
③

囲
園
の
猿
は
タ
オ
ル
が
欲
し
か
ろ
う

④

根

っ
か
ら
の
野
良
で
園
□
は
よ
う
振
ら
ぬ
　
　
　
⑤

ど
れ
だ
ろ
う
身
体
に
効

い
て
い
る
園

全
問
正
解
者
１
名
、
４
問
正
解
者
が
４
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
図
書
カ
ー
ド
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
ご
応
募
、
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
尚
、
拗
音

（ゃ
ゅ
ょ
）
は
０
音
、
促
音

（
っ
）
は
１
音
で
す
。

昴∪ こねごo博ろきてコ

文
教
香
員
の

高
三
の
時

の
担
任
は
数
学
の
教

師
。
ぬ
く
ぬ
く
と
し
た
校
風
の
中
で
、

さ
っ
ぱ
り
と
割
り
切
っ
た
考
え
方
を

す
る
彼
は
教
員
室
の
中
で
も
異
端

だ

っ
た
と
思
う
。
普
段
か
ら
余
計
な

こ
と
は
言
わ
ず
、
感
情
的
に
な
る
こ

と
も
な
か
っ
た
。

授
業
中
に
編
み
物
を
し
よ
う
が
、

漫
画
を
読
も
う
が
、
他
の
教
科
の
勉

強
を
し
よ
う
が

「あ
な
た
方
自
身
の

時
間
の
使
い
方
は
、
あ
な
た
方
自
身

が

一
番
よ
く
解
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

私
の
授
業
で
何
を
し
て
い
て
も
構
い

ま
せ
ん
。
真
面
目
に
授
業
を
受
け
て

い
る
方
の
邪
魔
さ
え
し
な
け
れ
ば
」
。

多
分
い
つ
も
通
り
に
授
業
を
終
え

る
時
だ

っ
た
と
思
う
。
彼
は
特
に
改

ま
る
こ
と
も
無
く
、
「人
は
何
か
に

直
面
し
た
時
、
あ
あ
、
こ
れ
は
運
命

だ
、
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で

も
、
運
命
な
ん
て
な
い
ん
で
す
。
あ

な
た
方
に
あ
る
の
は
、
運
で
す
。
あ

な
た
方
は
、
自
分
の
運
だ
け
を
信
じ

て
い
て
下
さ
い
」
と
。

卒
業
を
控
え
た
私
た
ち
へ
の
言
葉

だ

っ
た
。

〈
小
野
〉

‐２

群
馬
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

ＴＥＬ
・
剛
（０
２
７
）
２
５
５
１
０
０
３
５
　
発
行
人
／
東
京
都
世
田
谷
区
砧
６
１
２６
‐
２‐
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会
　
定
価
１
５
０
円

塞
不
費
に
含
む
）

t?ttetI-

Ｗ
Ｌ

，
Ｌ

い
。
１

ヽ
。 〕●


